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１-1．現地調査について

 台風15号により倒壊した鉄塔の現場確認、鉄塔・電柱の保全・復旧工事等を行ってい
る東京電力PGや工事業者へのヒアリング調査等を実施することにより、鉄塔・電柱の損壊
事故の原因調査の深掘りを行った。
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項目 内容

調査日時 令和元年 11月10日（日） 13：45～16：30

参加者
横山座長、石川委員、木本委員、熊田委員、松井委員
※事務局（経済産業省電力安全課長）、関東産業保安監督部長等が同行

先方対応者
東京電力PG（株） 塩川技監、工務部、配電部
（株）TLCの現場責任者

調査内容
①鉄塔の倒壊事故の現場調査
②保全・復旧工事等を行った東京電力PG等へのヒアリング調査
③鉄塔・電柱の損壊に関する写真・記録データの確認



1-2．現地調査の結果概要（鉄塔倒壊現場の調査）

 千葉県君津市にある東京電力PG木内線の鉄塔（No.78,79）の倒壊現場を調査。
現地調査の時点では、保全・復旧工事のため、倒壊した鉄塔及び送電線は除去されて
いたため、東京電力PG及び関東産業保安監督部より鉄塔倒壊時の写真等を基に説明
を聴取。

 現地視察では、局地的な風が吹いた可能性、鉄塔の基礎部分の施工状況等についても
東京電力PGや工事会社等からヒアリングを実施。
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２-1．鉄塔倒壊事故の概要

 2019年9月9日 2時55分に東京電力PG木内線の鉄塔2基（No.78,79）の倒壊
事故が発生。この事故により、内房線系統及び小糸川線・木内線系統がルートダウンし、
約11万軒の停電が発生。

＜倒壊した鉄塔周辺の地図＞＜倒壊現場の様子＞



２-1．鉄塔倒壊事故の概要（設備概要）

 倒壊した鉄塔は1972年に建設され、建設当初より送電線は６回線（３相回路が６
つ）が共架。

 電気設備に関する技術基準を定める省令に基づき、平均風速４０ｍ／ｓの風圧荷
重で設計。
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2-2．保安規程に基づく巡視・点検記録の確認

 東京電力PGが経済産業省へ提出している保安規程に基づく巡視・点検については、保
安規程に基づき巡視・点検が実施されていることを確認。

 直近の2018年11月には、目視（双眼鏡含め）やドローンにより破損の有無や部材劣
化判定等の点検を行い、鉄塔の健全性に異常は確認されていなかった。

＜木内線No.78の巡視点検記録＞

＜木内線No.79の巡視点検記録＞
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2-4．鉄塔の基礎部分

 倒壊した鉄塔（No.78、79）の基礎部分の事故時の写真を確認。鉄塔の脚の部分
から折れていることを確認。

＜鉄塔基礎の状況（No.78 ）＞ ＜鉄塔基礎の状況（No.79)＞



2-5．委員からの主な指摘事項
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項目 委員からのご意見等

鉄塔の倒壊に
ついて

・鉄塔の上部構造に破損箇所や部材の腐食等はなかったのか。
・No.79鉄塔の方が、送電線に角度がついており、張力も大きくなっているので
はないか。
・No.78鉄塔の下部部分の部材の破壊が激しい。また、No.79鉄塔も根本から大
きく変形している。

・倒壊した鉄塔付近では、樹木の損壊がひどく、大規模。樹木が倒れた向きの
鉄塔の倒壊と同様の方向であり、付近で風がかなり加速されたおそれがある。
・平成3年台風19号後に、各電力会社は鉄塔の特殊地形を考慮した対策を講じ
るようになったが、今回倒壊した鉄塔について何らかチェックは行ったのか。

確認データ ・事故当時の鉄塔周辺の気象データ（アメダス等）はないのか。
・設計書に基づき、各部材への負荷も含めた鉄塔の強度検証は行ったのか。

 委員からは主に、鉄塔の設計内容や局地的な風速上昇の可能性に関する指摘があっ
た。



3-1．電柱の損壊状況の概要

 台風15号により折損・倒壊等した電柱1,996本の多くは、台風の進路の東側の山林部
に集中していたことが判明。
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＜台風15号の影響による電柱の被害発生状況分布図＞





 改修工事に当たり作成した図面や写真を確認した結果、損壊原因が２次被害（下図
は倒木、飛来物の事例）であることを確認したものが１１８２本。
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3-2．電柱の損壊原因の確認方法（①図面・写真）

＜図面の一例＞ ＜写真の一例（飛来物による折損）＞
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3-3．保安規程に基づく巡視・点検記録の確認

 東京電力PGが経済産業省へ提出している保安規程に基づく巡視・点検の状況につい
ては、保安規程に基づき巡視・点検を実施していることを確認。

 また、台風被害を受ける以前に実施した電柱の巡視・点検の結果、６本にひび割れ等
が発見され、取替を計画していた（当該電柱は補強済み）。

＜電柱の補強工事の様子＞

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 巡視予定 総計

195 333 404 371 361 271 61 1,996

＜被害を受けた電柱1,996本の定期巡視実績（本）＞

補強板挿入のための掘削 補強板の挿入、固定 再舗装（アスファルト舗装）



3-4．委員からの主な指摘事項

 委員からは、主に事故記録の保存・共有の方法や損壊原因について指摘があった。
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項目 委員からの主なご意見

設計諸元等 ・電柱の強度設計で考慮すべき諸元を明確にすべき。
・他社の通信線も含め電柱の強度設計は考慮しているのか。

損壊原因 ・損壊した1,996本の事故原因のデータ、特に事故状況を記録した写真は全てそろっ
ているのか。
・損壊した1,996本のうち、現場の写真等がないものも存在。現時点で原因が明確で
はないものもあるのではないか。

・（電線の近くに）飛来物が落ちていても、それが原因か分からないのではないか。海
から強い風が吹いて、電柱の損壊に影響がなかったか確認すべき。
・1,996本の中には、倒木等で停電に直接影響を与えたもの以外に、保安上の観点
から取替えを行ったものもあるのではないか。

気象の影響 ・気象条件が時々刻々変化する中、配電設備の損壊状況は時系列的に分からない
のか。
・一般的に風速が強い海岸付近で倒壊した電柱は少なく、山間部が多い印象。

停電の原因 ・電線の断線や屋根等の飛来物が電線に接触し、短絡を起こして停電したものもあ
るのではないか。


